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憲
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1

目

次
1

は

じ

め

に

12345

日
本
英
学

史
か
ら
学

ぶ
も

の

そ

の
後

の
英
和
辞
典

と
発
音
表
記

英

語
発
音
表
記

の
あ
り
方

カ

タ
カ
ナ
発
音
表
記
英
和
辞
典

最
近

の
論
争

と
A
フ
後

の
一展
望

お

わ

り

に

は
じ
め
に

こ

の
研

究

を

始

め
た

き

っ
か
け

は

、

二

つ
あ

る

。

そ

の

一
つ

は

、

海

外

の

日
本

人

留

学

生

の
英

語

発

言

の

下
手

さ

加

減

で

あ

る

。

中

に
は

早

く

上

手

に

な

る
者

も

い
る

が

、

全

般

的

に
自

信

な
げ

で
あ

る

。

論

者

は

中

高

年

の
米

国
大

学

院

留

学

で
苦

労

し

た

経

験

が
あ

る

。

そ

こ

で

の
中

国

や
東

南

ア
ジ

ア

か

ら

の
学

生

達

を

見

る

と
、

彼

ら

は

か

な

り

癖

の
あ

る

発

音

で
あ

る

が

、

自

信

を

持

っ
て

英

語

を

話

す

。

そ

れ

に
対

し

て

、

日
本

人
学

生

は

発

音

は

癖

が

な

い
が

、
膨

大

な
読

書

量

を

こ
な

し

切

れ

な

い
せ

い
か

、

極

力

発

言

を

控

え

る

の

で

、

目
立

た

な

い
存

在

で

あ

る
。

論

者

は

、

そ

の

一
因

を

日
本

に

お

け

る

英

語

発

音

指

導

の
不

十

分

さ

に
求

め
て

い
る
。

論

者

は

、

英

国

ノ

ッ
テ

ィ

ン
ガ

ム

大

学

院

の

M

B

A

コ
ー

ス

で

U
膝ゆ
℃
餌
コ
塁
⑰
閏
ぎ
睾

o
o

(
日
本

の
金

融

)

を

教

え

て

3

年

目

に

511

な

る

。
受

講

者

は

、

英

国

・
ヨ
ー

ロ

ッ
パ

人

と

日
本

人

を

含

む
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東

南

亜

人

十

人

前

後

で
あ

る

。

こ

こ
で

も

、

東

南

亜

人

の
発

言

の
少

な

さ

が

目

立

つ
。

英

文

レ
ポ

ー

ト

に

つ

い
て

は

、

そ

こ

そ

こ
書

け

る

者

も

い
る

が
、

総

じ

て
上

手

と

は

い
え

な

い
。
筆

記

は
今

は
英

米

で
も

ま

と
も

に

℃
o
コ
∋
彗

。・
三
℃
を
教

え

て

い
な

い
の

か

、

大

抵

が

下
手

で

あ

り

、

試

験

問

題

の
採

点

を

す

る

時

に
、

癖

の

あ

る

大

文

字

書

き

の
文

な

ど

、

何

と

か
判

読

す

る

の

が
精

一
杯

で

あ

る

。

こ

の

よ

う

な

現

象

の

背

景

に

英

語

の

難

語

(ユ
一噛コ
O
ロ
一一
≦
O
『α
Q自
)

の
把

握

の
弱

さ

の
存

在

を

指

摘

し
た

い
。

こ
う

い

っ
た

問

題

意

識

で

論

者

が

最

近

着

手

し

た

仕

事

に

、

英

語

難

語

記

憶

辞

典

の
資

料

収

集

が

あ

る

。

論

者

は

元

々

、

ビ

ジ

ネ

ス

英

語

に

お

け

る

国

際

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

倉
コ
ε
∋
p。
鼠
O
コ
巴

口U
顎
ぎ
o
。・。・
∩
o
∋
ヨ
=
三
〇
鶯
二
〇
コ
)

の
研
究

に
取
・り

組

ん

で

き

た
者

で
あ

る

。

そ

の
関

連

で

、
国
Qり
℃

(団
コ
oq
一房
げ

ま
門

Q。
℃
8

三

。

=

6

0
。・
窃

γ

0
8

ロ
℃
き

8

巴

団
お

一
ジ
戸

O
。
器

「
巴

団
琶

昇

勺
喜

団
邑

醇

"
「
ぎ

・・巴

く
。
『訂

等

を

採

り

上

げ

て
キ
、

た

。

そ

の
点

で
、

英

語

の
難

語

の
問

題

は

O
o
コ
o
『巴

団
コ
αq
一冨
げ
あ

る

い
は

コ

㊤
ヨ

団
コ
σq
募

=
と

は

対

置

さ

れ

る

も

の

と

な
ろ

う

が

、

反

面

、

過

去

の
研

究

と

比

較

す

る

こ

と

で

、

研

究

上

の
新

局

面

が
開

け

る

可
能

性

も
出

て

こ
よ

う

と

の
期

待

も

あ

る

。

そ

も

そ

も

、

英

語

の
難

語

と

は
何

だ

ろ

う

か

。

論

者

は

か

っ

て

、
O
o
嵩
o
『巴

団
コ
αq
=
。・
ゴ
の
研

究

で
定

義

の
な

い
世
界

に
迷

い
込

ん
だ

経

験

が
あ

る

が

、
難

語

(島
窪

o
巳
【
≦
o
a
。・
)

は

そ
れ

ほ
ど

難

し

く

は

な

か
ろ

う

。
問

題

は

ど

う

難

し

い
の

か

(ユ
一農

o
⊆
ξ

<
。・
冨
加
∋

鋤
三
葺

冤
)

と

い
う

こ

と

で

あ

る

。

あ

る

本

i
)
に

よ

る

と

『
頻

出

語

は

覚

え

や

す

く

、

そ

う

で

な

い
語

は

覚

え

に

く

い
』

と

の

前

提

の

上

で

、

①

ス

ペ

リ

ン
グ

の

難

し

い
語

(
例

、

げ
o
。q
ヨ

三

轟

)
、

②

発

音

の

難

し

い
語

(
例

、

子
ユ
<
①
)
③

統

語

法

上

特

性

の

あ

る

語

(≦
年
三

に

比

べ

て

≦
紳。・
げ
)
、

④

意

味

の

似

て

い
る

と

思

え

る

語

(ヨ

鋳

。
と

ユ
o
)
、

⑤

(
ヨ

ー

ロ

ッ
パ

人

な

ど

に

と

っ
て

)

英

語

と

ス

ペ

ル

が

似

て

い
て

、

意

味

が
違

う

語

、
⑥

文

化

的

背

景

の
異

な

る

語

(例

の
。
一凶。
一δ
門
、

o
匿

互
鉱
鵠
、
2
霞

o
陣
αq
o
纂

な

ど

)

で

あ

り

、

こ
う

い

っ
た

語

は

不

十

分

な

理
解

の
ま

ま

に
終

わ

る

こ

と

が
多

い
、

と

い
う

。

論

者

が

目
指

す

英

語

難

語

記

憶

辞

曲
ハ
、

商

品

名

と

し

て

は

、

難

語

に

限

ら

ず

読

書

に

必

要

な
主

要

英

単

語

を

含

め
た

『英

単

語

完

全

マ
ス

タ
ー

辞

典

』

(記

憶

を

重

視

す

る

)

に
は

、

次

の
五

つ
の
特

徴

を
盛

り

込

み

た

い
と
考

え

て

い
る

。

1
.

発

音

(
カ

ナ

発

音

表

記

)

・
ア

ク

セ

ン
ト

(特

に
第

ニ

ァ

ク

セ

ン
ト
)

重

視

2
.

語

義

の
明

示

(基

本

的

意

味

と

重

要

度

順

)

と
語

法

の
解

説

(記

憶

を

助
け

る

)

3
.

必
要

な

熟

語

と
成

句

の
完

全

収

録

(
必
要

事

項

は

一
冊

で

間

に
合

う

よ

う

に
す

る

)

4
.

関

連

用
語

の
収

容

(基

本

語

と
相

互

補

完

的

に
意

味

の
把

握

・
記

憶

を

助

け

る

)

5
.

語

源

の
解

説

(記

憶

の
基

本

は

語

源

的

知

識

に

あ

り

、
単

152
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な
る
暗
記

は
非

効
率
)

以

下

の
個

別
的
研
究

で
は

、
上
記

の
よ
う

な
構

想
を

側
面
的

に
支

援
す

る

一
方

で
、
そ
れ

ぞ
れ

の
問
題

の
さ

ら
な
る
発

展

に

資

す

る
結

果

と
な
れ
れ
ば

、
論
者

の
最
も
幸

せ

と
す
る

と

こ
ろ

で
あ

る
。

1

日
本
英
学
史
か
ら
学
ぶ
も
の

ω

『英

学
事

始
』

2
)
か
ら

上
記

書

に
よ

れ

ば

、

「英

語

事

初

」

の
発

端

を

慶

長

5
年

(
1

6

0

0
)

に

日
本

に
漂

着

し

た
英

人

ウ

ィ

リ

ア

ム

・
ア
ダ

ム

ス

に

置

い
て

い
る

。

ア
ダ

ム

ス

は
後

に

三

浦

按

針

と
し

て

、

徳

川

家
康

の
知

遇

を

得

て

い
る

。

(29
ペ

ー
ジ

)

そ

の
後

の
空

白

期

間

を

経

て

、
英

日

が

接

触

し

た

の
は

1

8

0

8

(文

化

5
)

年

で

あ

る

。

幕

府

は

長

崎

の
通

詞

に
英

語

の
学

習

を

命

じ

、

1

8

1

1
年

に
は

、
最

初

の
英

学

入

門
書

『諸

厄

利

亜

(
ア

ン
ゲ

リ

ア
)

興

学

小

笙

』

を

、

1

8

1

4
年

に

は

、

最

初

の
英

和

辞

書

『諸

厄

利

亜

語
林

大
成

』

を

献

上

さ
せ

た

。

(
12
ペ

ー
ジ

)

幕

末

の
英

和

辞

書

と

し

て

は

、
佐

久

間

象

山

の
す

す

め

で

フ

ラ

ン

ス
語

を

独

修

し

て

い
た

松

代

藩

医

の
村

上

英

俊

が

、
学

習

の
成

果

の
ひ

と

つ
と
し

て

『
三
語

便

覧

』

3
)

(
1

8

5

4

)

を

刊

行

し

た

。

こ
れ

は

、

日
本

語

に

フ
ラ

ン

ス

語

、

英

語

、

オ

ラ

ン
ダ

語

を

対

応

さ

せ

た

単

語

集

で

、

そ
れ

ぞ

れ

発

音

を

カ

タ

カ

ナ

で

原

語

に

そ
え

て

あ

る

。

オ

ラ

ン
ダ

語

以
外

の

西
洋

語

が

印

刷

さ

れ

た

の
は

、

こ

の

『
三

語

便
覧

』

が
最

初

で
あ

る

。

(
1

0

1
ぺ

ー
ジ

)

ω
ジ
ョ
ン
万
次
郎
と
栗
本
市
郎
左
衛
門

一
方

、

日
米

通

交

史

に

か

ら

ん

で

、

最

近

面

白

い
本

が

出

て

い
る

。

『文

久

三
年

御

蔵

島

英

単

語

帳
』

4
}
で
あ

る

。

文

久

3

年

(
1

8

6

3

)

4

月

、

伊

豆

諸

島

の

一
つ
、

御

蔵

島

に

漂

着

・
座

礁

し
た

米

船

バ

イ

キ

ン
グ

号

船

長

等

と
地

役

人

、

栗

本

市

郎

左

衛

門

と

の
約

五

十

日

に

及
ぶ

記

録

が
基

に
な

っ
て

い
る

。

同
書

の
中

で
、

多

摩

美

術

大

学

の
佐

渡

谷

紀

代

子

氏

ら

)

5
)
が

「
ジ

ョ

ン

万

次

郎

と
市

郎

左

衛

門

の
カ

ナ

表

記

の
発

音

に

つ

い

て
」

論

ぜ

ら

れ

て

い
る

の

に
、

特

に
興
味

を
持

っ
た

。

そ

こ

で

、

「
カ

タ
カ

ナ
表

記

の
比

較

表
」

か

ら

、

最

初

の
数

例

を

引

用

さ

せ

て
頂

く

と

、
次

の
よ
う

に
な

る
。

単
語

o弓
口
=

ヨ

O
O
瓢

ロ。
δ

『

ξ
o
o
鳥

星 月 日 意

味

 

木

栗

本

サ

ン

ナ

ム

ー

ノ

シ

タ

ー

シ

ヤ

(ω
欝
「
ω
)

オ

ー

ダ

万
次

郎

シ

ヤ

ン

ム
ウ

ン

[ム

ー

ン
]

シ

タ

ア

ン

[
ス

タ
ー
]

ウ

ウ

リ

153
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。q
o
ε

≦
碧
O
『

水 金

ワ コ

ダ1

ル

ゴ

ヲ

ル

ワ

タ

[
ワ

ー

タ

]

万

次

郎

(
1

8

2

7
i

1

8

9

8

)

の
十

年

近

く

の

ア

メ

リ

カ

生

活

と

市

郎

左

衛

門

の

五

十

日

を

比

較

す

る

の

は

無

理

が

あ

ろ
う

。

そ

れ

に
し

て

も

、

「
市

郎

左

衛

門

の
耳

の
良

さ

と
努

力

才

能

に

は

目

を

見

張

る

も

の
が

あ

る
」

と

、

佐

渡

谷

氏

は

述

べ

て

い
る

。
論

者

も

、

全

く

同
感

で

あ

る

。

万

次

郎

の

四
代

目

の
子
孫

で
あ

る
中

浜

博

氏

は

、

『私

の
ジ

ョ

ン
万
次

郎

』

重

の
中

で
、

最

初

の
英

学

入

門
書

『諸

厄

利

亜

興

学

小

笙

』

(前

出

)

と

万
次

郎

の
著

述

の
英

語

発

音

を

比

較

し

て

い
る

の
で

、

以

下

に

一
部

を

引

用

さ

せ

て
頂

い
た

。

(
1

3

0
ペ

ー
ジ

)
南 夜 日 水 火 天

『諸
厄
利
亜
興
学

小
笙
』

7
8

<
o
コ

ゆ
『
o

≦

碧
O
門

oり
⊆
コ

三

αq
葺

。。
〇
三
ゴ

ヘ
ー

ヘ

ン

ハ
イ

ル

ウ

ァ
ト

ル

シ

ュ

ン

子

イ

ト

ソ

ウ

ス

『英

米

対

話

捷

径

』

及
び

『亜

墨

利

幹

詞
』

(写
本

)

ヘ
ブ

ン

サ

ヤ
ワ

タ

シ

ャ
ン

ナ
イ

シ

ヤ

ウ

ス
或

は

ソ
ー

ス

こ
れ

に

つ

い
て

、
中

浜
博

氏

は

、

「
目

か
ら

入

っ
た

英

語

(諸

厄

利

亜
)

と
、

耳

か

ら

は

い

っ
た

英

語

(万

次

郎

)

の
差

が

分

か

る

。

万

次

郎

の
英

語

の

コ
ツ

は

、

早

ロ
で

何

度

も

繰

り

返

し

い
る
う

ち

に

ア

メ
リ

カ

英

語

に
な

る

と

い
う

。」

と
、

述

べ

ら

れ

て

い
る

。

こ

れ

ら

は

、

維

新

前

後

の
横

浜

商

人

の
言

葉

に
相

い

通

ず

る

も

の
が

あ

る

。

メ
リ

ケ

ン
波

止

場

な

ど

は

、

今

日

に
も

残

っ
て

い
る

言

葉

で
あ

ろ

う

。

團

明

治

以

降

の

英

語

辞

書

1
.

ヘ
ボ

ン
と

『
和

英

語
林

集

成

』

・、
)

ジ

ェ
ー

ム

ス

・
ヘ
ボ

ン

(
1

8

1

3
-

1

9

1

1
)

は

、

米

国

出

身

の
宣

教

師

で

、

1

8

5

9
年

来

日

し

た

医
学

博

士

で

あ

る

。

1

8

9

2
年

、

帰

国

す

る

ま

で

の

33

年

間

、

医

療

事

業

、

和

英

辞

典

の
編

集

、

そ

の

他

、

幅

広

く

日
本

の
近

代

化

に
貢

献

し

た

。
慶

応

3
年

(
1

8

6

7
)
、

8
年

の
歳

月

を

つ

い
や

し

て

『和

英

語

林

集

成

』

を

刊

行

し

た

。
英

和

の
部

を
含

む

、
翻

訳

の

基

と
な

っ
た
辞

典

で

あ

る

。
(講

談

社

よ

り

復

刻

版

が
出

て

い
る

。

同

書

は

ロ
ー

マ
字

の

ヘ
ボ

ン
式

表

記

を
確

立

し

た

こ

と

で

も

有

名

)明

治

20
年

代

か
ら

、

よ

う

や
く

ヘ
ボ

ン

に

な

ら

ぶ

日
本

人

に

よ

る

辞

書

が

出

初

め
、

ヘ
ボ

ン
の

影

響

を

脱

す

る

こ

と
が

で

き

た

の
は

明

治

40
年

代

に

入

っ
て

か

ら

の

こ

と

だ

と

い
わ

れ

る

。

(
『英

語

事

始
』
」

1

3

9
1

1

4

2
よ
り

)
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2
.

明
治

初

年

の
英

和
辞

書

堀

達

之

助

の

『英

和

対

訳

袖

珍

辞

書
』

8
}

(文

久

2
年

、

1

8

6

2

)

は

、
英

和

辞

書

の
歴

史

を

飾

る
も

の

で
あ

る

が

部

数

が

少

な

く

、

薩

摩

藩

の
洋

学

生

達

が

上

海

で
後

身

の
辞

書

を

印

刷

し

て

日
本

に
持

ち

帰

っ
た

。

こ
れ

が

『改

訂

増

補

和

訳

英

辞

書
』

(明
治

2
年

、

1

8

6

9

)

で
、

英

語

の
見
出

し

語

に
カ

タ
カ

ナ

発
音

を

つ
け

た

B

5
版

7

0

0
ペ

ー
ジ

の

、

い
わ

ゆ

る

薩

摩

辞

書

で
あ

る
。

そ

の
増

刷

で
は

、

発

音

を

示

す

の

に

、

カ

タ

カ

ナ

に

か

え

て

ウ

ェ
ブ

ス

タ

ー
式

発

音

記

号

を

採

用

し
た

。

(
『大

正

増

補

和

訳

英

辞

林

』

明

治

4
年

、

1

8

7

1

)

そ

の
後

に

刊

行

さ

れ

た

英

和

辞

書

は

、

堀

達

之

助
あ

る

い
は

ヘ
ボ

ン

〈英

和

の
部

)

の

流

れ

を

行

く

も

の

が

多

い
。

以
降

は

、

英

漢

字

典

、

ウ

ェ
ブ

ス

タ

ー
辞

書

、

英

国

の

2
¢
耳
巴
英

語

辞

書

等

を

底

本

と
す

る

も

の

が
増

え

て

い
る

よ

う

で
あ

る

。

(
『英

語

事

始

』
)

1
9

5
1

1

9

9
よ

り
)

と

も

あ

れ

、

英

語

発
音

が
当

初

か

ら

カ

タ

カ

ナ

表

記

を

主

流

と

し

な

が
ら

も

、

ウ

ェ
ブ

ス

タ

ー

式

の
発

音

記

号

も

い
ち

は

や

く

登

場

し

た
事

実

に
は

、
興

味

が
引

か

れ

る
。

2

そ
の
後
の
英
和
辞
典
と
発
音
表
記

こ

こ

で
断

っ
て
置

き

た

い

の
は

、

論
者

は

3

冊

の
実

用
英

語

辞

典

の
編

者

で
あ

り

、

一

・
こ

の
関

連

論

考

も

あ

る

9
}
が

、
決

し

て
辞

書

学

の
専

門

家

で

は

な

い
こ

と

で
あ

る

。

発
音

に

つ

い

て
も

ほ

ぼ

同

様

で
あ

り

、

本

論

も

外

野

席

的

発

言

に

な

る

こ

と

を

お

許

し

頂

き

た

い
。

従

っ
て
、

明

治

に
続

い
て

、

英

和

辞
.典

の
大

正

・
昭
和

史

に

つ

い
て

語

る

べ
き

で

あ

る

が

、

こ

こ
で

は

一

・
二

の
事

例

の
寸

描

に
留

め
さ
せ

て
頂

こ
う

。

ω

大

正

の
名

著

『熟

語

本

位

英

和

中

辞

典

』

-o
∀

明

治

29
年

、

正

則

英

語

学

校

を

興

し

た

英

学

史

に
著

名

な

斎

藤

秀

三
郎

(
1

8

6

6

1

9

2

9

)

の
単

独

編

集

に
成

る
英

和

辞

典

。

大

正

4
年

(1

9

1

5
)

刊

。
斎

藤

は

『和

英

大

辞

典
』

(
昭

和

3
年

、

1

9

2

8

)

も

著

し

て

い
る

。

(大

村
喜

書

『斎

藤

秀

三
郎

伝
』

11
)
参

照

)

『熟

語

本

位

英

和

中

辞

典

』

は

、
豊

田
実

増

補

に

よ

る
新

増

補

版

が

岩

波

書

店

か

ら

刊

行

さ

れ

て

い
る

。

論

者

は

、

終

戦

(
1

9

4

5
)

直

後

の
物

不

足

の
中

で
亡

父

が
愛

用

し

て

い
た

こ

の

辞

典

へ改

訂

版

、

大

正

6
年

、

カ

タ
カ

ナ
表

記

)

を

使

い
、

ま

た

こ

の
中

に
載

っ
て

い
る
英

語

の
諺

を

集

め

て

E

S

S

で

発

表

し

た

思

い
出

が
あ

る
。
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ω
昭
和
の
大
著

『冨
山
房
大
英
和
辞
典
』
12
)

昭

和

に

入

っ
て

の

大
著

に
市

河

三
喜

・
畔

柳

都

太

郎

.
飯

島

廣

三
郎

の

共

著

『
冨

山

房

大

英

和

辞

曲
ハ』

が

あ

る

。

因

み

に

、

市

川

博

士

は

修

学

時

代

、
斎

藤

秀

三

郎

の
熱

心
な

生

徒

で
あ

っ

た

と

い
う

。

本

書

の
編

者

で

あ

る

飯

島

の

「
は

し

が

き

」

に

よ

れ
ば

、
本

書

は

明

治

34

年

頃

に

発

意

、

37
年

起

稿

、

畔

柳

、

後

に
市

川

の
参

加

を

得

て
大

正

14

年

に

到

っ
て
原

稿

完

成

し

、

昭

和

6
年

(
1

9

3

1

)

漸

く

出

版

さ

れ

る

こ

と

に
な

っ
た

、

と

い
う

。
起

稿

よ
り

28
年

、

約

二
千

頁

の
大

冊

で
あ

る

。

発

音

は

万

国
音

標

文

字

を

使

っ
て
お

り

、

10
版

、

1

9

5

3

年

ま

で
刊

行

さ

れ

て

い
る

。

な

お

、

昭

和

の
大

著

と

し

て

は

、

研

究

社

の
岡
倉

由

三

郎

主

幹

『新

英

和

大

辞

典

』

13
」

(昭

和

2
年

1

1

9

2

7

、

い
わ

ゆ

る

岡

倉

英

和

)

も

採

り

上

げ

る

べ

き

で
あ

る

が

、

同

辞

典

は

改

訂

を
重

ね

て
今

日

に

到

っ
て

い
る

の

で

、
次

項

で
論

ず

る

こ

と

と

し
た

。

ω
今
日
の
英
和
大
辞
典

現

在

、

日
本

で

最

も

使

わ

れ

て

い
る

英

和

大

辞

典

は

、

前

述

の

『
新

英

和

大
辞

典

』

第

五

版

と
、

小

学

館

の

『
ラ

ン
ダ

ム

ハ

ウ

ス
英

和

大

辞

典

』

第

2
版

で
あ

ろ

う

。

こ

の

二

つ
を

比

較

し

て

み

よ
う

。

1
.

『
新

英

和

大

辞

典

』

こ

の
辞

典

は

、

1

9

2

7

年

初

刊

、

1

9

3

6
年

第

2
版

、

戦

争

に
よ

る
空

白

期

間

を

経

て

1

9

5

3
年

大

型

第

3

版

(市

河

三
喜

・
岩

崎

民

平

・
河
村

重

治

郎

編

集

)
、

1

9
6

0
年

第

4

版

、

そ

し

て

1

9

8

0

(
昭

和

55
)

年

第

5
版

(小

稲

義

男

主

幹

、

全

2

、

5

0

0
頁

ご

発

行

の
歴
史

が
あ

る
。

発

音

は
米

音

を
優

先

し

て

、

国
際

音

声

記

号

(一三
〇
「舜

二
〇
コ
巴

噂
げ
o
コ
9
ぎ

≧

9

㊤
げ
2

"
略

I

P
A

)

を
使

っ
て

い
る

。

2
.

『
ラ

ン
ダ

ム

ハ
ウ

ス
英

和

大

辞

典

』

こ

の

辞

典

の

初

版

は

、

1

9

7

3

(
昭

和

48

)

年

で

、

閃
pρ
巳

o
日

=
o
塁

o
O
一〇
二
〇
轟

「図

亀

}
o
団
椙

一一。。
げ
[
磐

αq
舞

αq
p

⊂
コ
鋤
σ
『乙
qq
①
q

両
色
二
〇
コ
の
初

版

(
1

9

6

6

)

を

ベ

ー

ス

に
し

て

い
る

。

ラ

ン
ダ

ム

ハ
ウ

ス

が
第

2

版

が

1
9

8

7
年

に
増

補

刊

行

さ

れ
、

日
本

側

資

料

等

を

加

え

て
、

本

辞

典

の
第

2
版

が

1

9

9

3

(平

成

5

)

年

発

行

さ

れ

た

。

旧
版

と

は

面

目
を

一

新

し

た

、

ま

さ

に
、

「
平

成

の
大

英

和
」

と

い

っ
て
全

く

お

か

し

く

な

い
好
著

で
あ

る

。

発

音

は

、

研

究

社

版

と

同

じ

く

I

P

A

を

使

っ
て

い
る

が

、

そ

の
中

で
も

「
日
本

お

よ
び

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

大
陸

の
諸

国

で

こ
れ

ま

で
教

育

と
辞

書

編

集

で
最

も

広

く

普

及

し

て

い
る

簡

略

表

記

を
採

用

し
た

」

と
謳

っ
て

い
る

。
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3

英
語
発
音
表
記
の
あ
り
方

ω
英
語
発
音
を
め
ぐ
る
論
議
の
歴
史

高

梨

健

吉

『英

学

こ

と
は

じ

め
』

15
)

は

、

発
音

辞

典

に

つ

い
て
、

次

の
よ

う

に

述

べ

て

い
る

。

明

治

、

大

正

の
英

和

辞

書

で
は

ウ

ェ
ブ

ス

タ

ー
式

の
発

音

表

記

法

が
重

宝

が

ら

れ

て

い
た

。

し

か

し

大

正

11
年

パ

ー

マ

ー

の
来

朝

を

境

と

し

て
ジ

ョ
ー

ン
ズ

の

『発

音

辞

典
』

が

広

く

用

い
ら

れ

は

じ

め
、

ジ

ョ
ー

ン
ズ

式

発
音

が
勢

力

を

得

て

き

た

。

:
:
:
標

準

発

音

で

な

け

れ

ば

正

し

い
発

音

で

は

な

い

と

い
う

考

え

方

は

、

英

米

で

は
通

用

し

な

い
と

い
う

こ

と
を

日
本

人

は

理
解

し

よ

う

と

し
な

か

っ
た

。

古

く

は

「
メ

リ

ケ

ン
波

止

場
」

の
よ

う

に

〉
ヨ
o
『ぢ
き

を

メ

リ

ケ

ン

と

い

い
、

新

し

く

は

「
上

海

帰

り

の
リ

ル
」

の
よ

う

に

鐸
二
〇
を

リ

ル

と
よ

ぶ

耳

学

問

の
は

う

が
よ

く

通

ず

る

の

で

あ

る

。

辞
書

の

発

音

表

記

も

中

学

校

用

の
も

の
は

カ

ナ

発

音

を

併

用

し

て

い
る

よ

う

で
あ

る

。

[
θ
]

と

「
ス
」
、

「
ル
」

と

[
1
]

[
r
]

の

区

別

が

で

き

な

い
な

ら

ば

、

カ

ナ

発

音

記

号

の

ほ
う

が

生

徒

の
負

担

も

少

な

い
と

い
う

わ

け

で
あ

る

。

『斎

藤

英

和

中

辞

典

』

の
旧
版

は
カ

ナ
発

音

で
あ

っ
た

。

こ

の
関

連

で

、

『
日
本

の
英

語

教

育

史

』

16
>
大

村

喜

吉

担

当

部

分

で
、

明

治

30
年

台

前

半

の
英

人

教

師

マ

ッ
ケ

ロ
ー

と

教

え

子

片

山

寛

と

の
交

流

に
触

れ

て
、

以

下

の
よ

う

に
紹

介

し

て

い
る
。マ

ッ
ケ

ロ
ー

(
1

8

7

2

f

1

9

4

0
)

は

、

日
本

政

府

の
招

跨

に
応

じ

て

、

新

設

の
官

立

外

国

語

学

校

(現

在

の
東

京

外

国

語

大

学

の
前

身

)

に

赴

任

し

て

き

た

(
明

治

30
年

)

マ

ッ
ケ

ロ
ー

は

、

一
軒

家

に

(女

中

の
代

わ

り

に

)
学

生

片

山

寛

を

同

居

さ

せ

た

。

外

国

語

学

校

で
は

マ

ッ
ケ

ロ
ー

は
、

文

法

.
、言
語

学

.
文
学

・
会

話

・
発

音

な

ど

を

教

え

た

。

な

か

で

も

も

っ
と
も

特

異

な

も

の
は

発

音

教

授

で
あ

っ
た

・
マ

ッ
ケ

ロ
ー

は

日
本

と

し

て
は

初

め

て
見

る

彼

得

意

の
発

音

記

号

(霧

o
=
o
膏

o。
陣αq
蕊

)
を

用

い
た

の
で
あ

る

。

「
最

初

は

妙

な
字

を

書

く

も

め
だ

な

と

不
思
議

に
思

い
ま

し

た
」

と

そ

の

こ
ろ

を

回
顧

し

な

が

ら
片

山

寛

先

生

は

語

っ

て

い
ら

れ

る

。

外

国

語

学

校

の
中

で
も

主

事

(後

の
校

長

)

の
神

田
乃

武

教

授

も

、

英

語

科

の
主

任

の
浅

田
栄

治

教

授

も

、

こ
れ

ま

で

に
見

た

こ

と
も

な

い
発

音

記

号

に

は

反

対

で

あ

っ

た

。

こ
れ

は

無

理

も

な

い
こ

と

で

神

田
も

浅

田
も

と
も

に
長

い
こ
と

ア

メ

リ

カ

で
勉

強

し

た

人

だ

か

ら

ウ

ェ
ブ

ス

タ

ー
式

の

区

別

的

発

音

記

号

θ

雷
o
門
三
〇
巴

竃

巽
冨

ー

文

字

の

上

に

つ
け

た

り

下

に

つ
け

た

り

す

る
符

号

)

に

は

な

れ

し

た

し

ん

で

い

た

で

あ

ろ

う

が

、

ほ

と

ん

ど

現

在

の

I

P

A

(一罠
o
ヨ
⇔
樽凶§

巴

写

8

0
瓢
o
≧

℃
冨

げ
9
、

国
際
音

標

文

字
)

に

57

近

い

マ

ッ
ケ

ロ
ー

の
用

い
た

発

音

記

号

に

は

強

い
抵

抗

と

反

1



英語発音とカナ表記

発

と
を

感

じ
た

に
ち

が

い
な

い
。

こ

れ

に

反

し

て
学

生

片

山

寛

が

そ

の
教

師

で

あ

る

マ

ッ

ケ

ロ
ー

の

信
奉

す

る
発

音

記

号

に

ひ

き

つ
け

ら

て

い

っ
た

こ

と

は
容

易

に
想

像

す

る

こ

と

が

で

き

よ

う

。

こ

の

よ

う

に

し

て

明

治

35

年

片

山

寛

、

R

・
B

・
マ

ッ
ケ

ロ
ー

共

著

の

『英

語

発

音

学

』

(東

京

・
上

田
屋

書

店

)

は

生

ま

れ

で

た

の

で
あ

る

。

倒
先
達
の
証
言
か
ら

1
.

岩

崎

民

平

先

生

17
)

研

究

社

の

『簡

約

英

和

辞

典

』

『新

英

和

中

辞
曲
ハ』

の
編

者

で

あ

る

岩

崎

民

平

(1

8

9

2
i

1

9

7

1
)

は

英

語

音

声

学

か

ら

ス

タ

ー

ト

し

て

い
る

。

以

下

、
発

音

記

号

に

つ

い
て

の

、
氏

の
証

言

を

聞

こ
う

。

な

お

、

氏

も
斎

藤

秀

三

郎

の
講

義

を

聴

講

し

て

い
る

。

私

た

ち

が

旧

制

中

学

で
英

語

を

習

っ
た

明

治

の
終

わ

り

ご

ろ

で

は

、

発

音

は

も

っ
ぱ

ら

一自

一㊤
二
8

に
よ

っ
た

も

の
で

、

辞

書

で
表

示

さ

れ

る

発

音

記

号

は

、

い
わ

ゆ

る

エ
ブ

ス
ト

ル

式

で

、

普

通

の

。・
唱
o
≡

コ
σq
に

島

碧

ユ
ニ
o
巴

∋
弩

5

を

付

け

て
、

a
,

a
,

・a
な
ど

の
よ
う

に
示

さ

れ

て

い
た

。

明

治

43

年

東

京

に
出

て
東

京

外

語

の

入
試

を

受

け

授

業

開

始

を

待

っ

て

い

る

こ

ろ

、

神

田

の

古

本

屋

で

刃
・
ロロ
・

ζ
・
ス
。
暮

≦

片
山

寛
共
著

『英

語
発
音

学
』

を
見

つ
け

買

っ
て
来

て

一
気

に
読

み
通

し
、

こ
れ

が
英

語

の
音
声

研
究

に
対
す
る
私

3

?

。
℃
舞

と
な

っ
た
・
外
語

の
警

で
は

鵬

片

山
先

生

に
特

に

喜

o
口
9
}2

そ

の
も

の

の
講

義

は
拝

聴

し

な

か

っ
た

が

、

教

室

で

は

い

つ
も

正

確

な

発

音

の
実

例

を

示

さ

れ

た

。
こ
う

し

た

雰

囲
気

の
中

で
教

育

さ

れ

た

の

で
、

大

正

2
年

外

語

を

卒

業

し

て

東

京

府

立

四
中

の
英

語

教

師

な

っ
た

時

、

教

室

で
発

音

記

号

を

用

い
て
も

特

に
新

し

が

っ
た

つ
も

り

で

は

な

か

っ
た

の
だ

が

、

そ

の
頃

と
し

て

は

珍

し

か

っ
た

ら

し

い
。

匂o
コ
2

の

『
発

音

辞

典
」

(
1

9

1

7

)

が

出

る

4
年

前

で
あ

る

。

2
.

岩

崎

先

生

と

英

語
音

声

学

竹

林

滋

氏

(英

語
音

声

学

者

)
堅

が
、

上
記

テ

ー

マ
で
岩

崎
.

先

生

の
考

え

方

、

特

に

最

初

の
著

書

『
英

語

発

音

と
綴

字

』

の
緒

言

を

紹
介

し

て

い
る

の
で
、

以

下

に
少

し

示

し

て
お

こ
う

。

「
本

書

で

用

い
た

音

字

は

「
万

国
音

声

学

会

」

の
制

定

に

か

か

る

も

の
で
あ

る

。

今

日
わ

が

国

に
行

わ

れ

て

い
る
辞

典

に

お

い
て

ま

だ

余

喘

を

保

っ
て

い
る

い
わ

ゆ

る

≦

o
げ
。,8
『
式

表

音

法

の
著

し

く

複

雑

不
統

一
な

の
は

誰

も

異

論

の

な

い
と

こ

ろ

で
あ

ろ

う

。

ま

た

≦

o
寓

掃
「
式

の
複

雑

な

の
に

懲

り

て

日
本

の
仮

名

を

用

い
て
英

語

の
発

音

を

示

そ
う

と
す

る

企

て
も

近

頃

見

え

る

よ

う

で

あ

る

。

こ

の
方

法

も

あ

る
約

束

を

設

け

て

や

れ
ば

絶



対

に
不

可
能

で
は

な

い
け

れ
ど

、
種
々

の
点

か
ら

見

て
概

し

て
弊

多

く
し

て
利

の
少
な

い
の
は

わ
が
確

く
信
ず

る

と
こ
ろ

で
あ
る
」

と
述

べ
ら

れ

て
、
国

際
音
声

学
協
会
制

定

の
音

標
文
字

の
採

用

の
必
要

を
力
説

さ
れ

、
ま
た

カ
ナ
表
記

に
対

し
て
も
批
判

を

加
え
ら

れ
た
。
音

標
文
字

は
大

正
末

期

か
ら
辞
典

や
教
科
書

に

登
場

す

る
わ
け

で
あ

る

が
、

そ
の
気

運

の
醸

成

に
大

き
な
貢
献

を
な

し
た

の
が
本
書

で

、
わ
が

国
に
お
け

る
今

日
の
ご

と
き
普

及
は

こ
の
本

に
言
及
せ
ず

し

て
は
語
れ
な

い
。

同
書

は

、
先

生
弱

冠

27
歳
時

の
著

で
あ

り

、

一
種

の
気
負

い

を
感

じ
さ
せ

る
。
た
ま
た

ま
論
者

は
、
先

生

六
十

路

の
学
生

の

一
人

で
あ

る
。

ω
荒
牧
鉄
雄
編

『カ
ナ
発
音
英
和
小
辞
典
』
大
学
書
林
19
)

昭

和

55
年

第

-

版

発

行

。
手

元

に
あ

る

の
は

、

平

成

5
年

第

5
版

で
あ

る

。

総

6

0
7

ぺ

ー
ジ

の
小
型

判

辞

書

で
あ

る

。

同

辞
典

「
は

し

が

き
」

原

版

、

71
年

8

月
)

で
は

、

「
…

…

英

語

の
習

得

に
は

、

ま
つ

発

音

が
む

ず

か

し

い
と

い
わ

れ

る

。

そ

れ

で
本

書

で
は

国

際

音

声

記

号

を

利

用

で

き

な

い
人

に

も

、

ほ
ぼ

原

語

に
近

い
発

音

が

で

き

る

よ

う

に
、

カ

タ
カ

ナ

と

ヒ

ラ
ガ

ナ

を

工
夫

し
た

発

音

カ

ナ

を

併

せ

て

つ
け

て
お

い
た
」

と

し

て
、

英

国

式

発

音

を

主

体

と

し

て

、

国

際

発

音

記

号

(
I

P

A

)

と
カ

ナ

表

記

の
双

方

を

示

し

て

い
る

。

発

音

カ

ナ

に

つ

い
て

の
説

明

を

以

下
に
引

用

す

る
。

国際経 営 フ ォー ラムNo,10

4

カ
タ
カ
ナ
発
音
表
記
英
和
辞
典

恩

師

岩

崎

先

生

の
ご

意

見

に

反

す

る

こ

と

に

な

る

か

も

知

れ

な

い
が

、

論

者

は
今

日

、

あ

え

て

カ

ナ

表

記

の
問

題

に
着

目

し

て

み

た

い
と
、

思
う

。

と

い
う

の
は

、

最

近

は

一
種

の

カ

ナ

表

記

復

活

の
時

代

で

、

カ

タ

カ

ナ

発

音

表

記

の
価

値

が

見

直

し

さ

れ

て

い
る

よ

う

に
思

え

る

か

ら

で

あ

る

。

そ

の
根

拠

に
ど

ん

な

意

見

が
あ

る

の

か
、

個

別

の
辞

典

を

比

較

し

な

が

ら

観

察

し

て

み

よ

う

。

発

音

カ

ナ

ー
.

カ

ナ

表

記

英

語

の
音

を

示

す

の

に

、

日
本

語

の
音

を

表

わ

す

カ

ナ

を

用

い
る

こ

と

は

不

合

理

な

こ

と

で

あ

る

が

、

発

音

記

号

に

よ

っ
て

正

確

に
発

音

で
き

る

ま

で

の
橋

渡

し

と

し

て

、

一
定

の
約

束

の
も

と

に
、

カ

タ

カ

ナ

と

ヒ

ラ

ガ

ナ

を

発
音

ガ

ナ

と

し

て
用

い
た

。

2
.

発

音

カ

ナ

は

カ

タ

カ

ナ

を

主

体

と

し

、

日
本

語

の
音

で

は

通

じ

な

か

っ
た

り
,

間

違

っ
た

り

す

る

と
き

は

、

ヒ

ラ

ガ

ナ

で

区

別

し

て
、

だ

い
た

い
次

の

よ

う

な

約

束

を

設

け

る

。

591

そ

れ

で

、

ヒ

ラ

ガ

ナ

は

特

に
注

意

す

べ

き

音

を

示

す

わ

け

で



英語発音とカナ表記

あ

る

。

[
b
]
音

と

[
v
]
音

を

区

別

す

る

た

め

[
v
]
音

に

は

[
ヴ

]

[
h
]
音

と

[
f

]
音

…

[
f
]
音

に

は

[
ふ

」

「
r
]
音

と

[
1

]
音

…

[
1
]
音

に

は

[ら

,
り

,
る
,

れ
,
ろ

]

[
s
]
音

と

[
θ
]
音

…

[
θ

]
音

に

は

[
さ
,

す

イ
,

す

,
せ

,

そ

]
[
z
一
音

と

[
6
]
音

…

[
δ
]
音

に

は

[ざ

,
ず

イ
,
ず

,

ぜ

,

ぞ

]
[
3
]

音

に

は

[ジ

ャ
,

ジ

,

ジ

ュ
,

ジ

ェ
,

ジ

ョ
]

[
3d
]

音

に

は

[
ヂ

ャ
,

ヂ
,

ヂ

ュ
,

ヂ

ェ
,

ヂ

ョ
]

3

.

[
田
]

の

音

は

英

語

特

有

の

音

で

、

[
エ
]

と

[
ア

]

を

い

っ
し

ょ

に

し

た

よ

う

な

音

で

あ

る

が

、

こ

れ

を

日

本

語

の

[
ア

]

で

代

え

て

し

ま

う

と

大

き

な

間

違

い
を

お

こ

す

こ

と

が

多

い
か

ら

、

特

に

注

意

を

う

な

が

す

た

め

に

、

[
〈
ア

]

の

よ

う

に

〔
〈
]

を

上

に

つ
け

た

。

例

"
σ
四
のq

[
σ
諾

〈
バ

ッ
グ

]

1

比

較

"
σ
⊆
ゆq

[
σ
〉
。。
バ

ッ
グ

]

雪

[
↓
聾

ふ

〈
ア

ン
」

比

較

純

§

[
殉
〉
=

ふ

ア

ン
]

た

だ

し

、
o
賃

身

[
歪

ニ

キ

ャ

リ

]
、
ω
冨

=

[
窟

一
シ

ャ

る

」

な

ど

の

よ

う

に

、

日

本

語

の

音

で

間

に

合

う

場

合

は

[
キ

ャ
]

[
シ

ャ
]

な

ど

を

用

い
た

。

4
.

長

音

の

し

る

し

[
:
」

の

つ

い
た

音

は

,

発

音

カ

ナ

で

は

長

音

の
し

る

し

に

[
ー

]

を

用

い
た

が
,

[
。
H]

の
音

に

限

っ
て

は

,

あ

ま

り

ロ

を

開

け

な

い

と

い
う

し

る

し

に

[
～

]

を

用

い
て
,

[
ア
～
」

の
よ

う

に
示

し

て
あ

る

。

5
.

以

上

の
発

音

カ

ナ

の
約

束

を

ま

と

め

て
,

主

な

語

の
例

を

あ

げ

て

み
よ

う

。

区

別

し

な

が

ら

よ

く
慣

れ

て

ほ

し

い
。

げ
自ゆ
oq

[
σ
語

〈
バ

ッ
グ

]

σ
¢
oq

「
σ
〉
。。

バ

ッ
グ

]

耳

Φ
聾
筈

①

「
σ
ユ

」

ブ

リ

ー

ず

]

σ
話

①
N
①

冒

「
一
HN
プ

リ

ー

ズ

]

建

『
『
緒

「
蚕

ユ

キ

ャ

リ

]

8

「
壱

7

>
「
一
カ

リ

]

h騨
珍

[
↓
O
目
箕

ふ

ア

～

ス

ト

]

貯

。・
叶

[
↓
『

。・
↓
ふ

ア

ー

ス

ト

]

日

口
α

[
ヨ
塁

〈

マ

ッ

ド

]

ヨ

¢
匹

[ヨ
〉
α

マ

ッ

ド

」

3

餌
賢
評

[
①
田
要

く
さ

ン

ク

」

ω
p。
頃
犀

[
雛

O
ズ
〈
サ

ン

ク

]

ω
=
ロ
屏

[
ω
〉
要

サ

ン

ク

」

O
食ρ
酢

穿
艮

キ

ャ

ッ

ト
]

〇
三

穿

≧

カ

ッ
ト

]

曇

「
↓
聾

ふ

く
ア

ッ
ト
]

げ
象

冒
艮

〈
ハ
ッ
ト
]

『
三

写
〉
↓

ハ
ッ
ト
]

な

お

、

荒
牧

編

に
は

同

じ

く

『英

和

中

辞

典
』

(
1
0

7

8
ペ

ー
ジ

)

が

あ

る

が

、

こ

れ

は

英

音

を

主

に

、

一
部

米

音

を

併

記

し

た

国

際

音

標

文

字

で
発

音

を

示

し

て

お

り

、

カ

ナ

発

音

辞

典

で
は

な

い
。

因

み

に

、
論

者

は

生

前

の
氏

に

二
度

ほ

ど

お

目

に

か

か

っ
た

こ

と
が

あ

る

。

荒

牧

辞

典

の
特

徴

は

、

カ

タ
カ

ナ

・

ひ
ら

が

な
併

用
表

音

に
あ

る

。

ω

三
省

堂

編
修

所

編

『デ

イ

リ

ー

ニ

ュ
ー

フ

ォ

ニ

ッ
ク

ス
英

和

辞

典

』

三
省

堂

20
)
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こ

の
辞

典

は

携

帯

用

辞

典

(
7

2

4
ぺ

ー
ジ

)

で

1

9

9

5

年

発

行

で
あ

る

。

内

容

は

一
般

の
英

語
学

習

者

向

け

で

、

発

音

は

全

面

的

に

カ

タ

カ

ナ

発

音

に
よ

っ
て

い
る

所

が

、

最

大

の
特

徴

で
あ

る

。

こ

の
点

、

「
は

じ

め

に
」

で
は

、

「
英

語

は

表

音

文

字

の

ア

ル

フ

ァ
ベ

ッ
ト

で

つ
づ

ら

れ

て

い
る

の

で

、
学

術

的

な

発

音

記

号

を

使

わ

な

く

て

も

つ
づ

り
字

で
読

め
る

は
ず

で

す

。

そ

れ

ま

で

の
手

掛

か

り

と

し

て

日
本

語

の
カ

ナ

に
よ

る

発

音

表

記

を

付

け

ま

し

た

。
」

と

あ

る

。

た

だ

し

、

「
o
の
字

の
発

音

」

「Φ
鐸

Φ
≦

の

発

音

」

の

よ

う

に

、
辞

書

の
当

該

箇

所

で

万

国

発

音

記

号

と

の

関

連

を

示

し

た

説

明

を

入

れ

て

い
る

。

ま

た

、

当

初

の
解

説

の

中

で

、

左

記

の
よ

う

な

同

社

の

「
ニ

ュ
ー

フ

ォ

ニ

ッ
ク

ス

40
音

表

」

を

示

し

て

い
る

。

1

日
本

語

の

「
か

な

」

は

子

音

と

母

音

が

セ

ッ
ト

で

ー

つ
の

字

に

な

っ
て

い
て

子
音

だ

け

を

発

音

す

る

こ

と

は

あ

り

ま

せ

ん

が

、

英

語

で
は

子

音

も

母

音

も

独

立

し

た

単

位

で

す

。

表

の
子

音

1

は

有

声

音

、

子
音

n

は

そ

の
無

声

音

、

子

音

m

は

そ

の
他

で
す

。

2

英

語

の
母
音

字

は

⇔
o
一
〇
ロ

の
5
字

で
す

が

、

1
字

1
音

で
は

あ

り

ま

せ

ん

。

英

語

の

発
音

は
音

声

記

号

で
単

語
単

位

に

表

記

す

る

の

で

、

字

と
音

は

直

接

結

び

つ

い
て

い
ま

せ

ん

。

字

と
音

を

直

接

結

び

つ
け

て

表

に

し

た

も

の
が

「
ニ

ュ
ー

フ

ォ

ニ

ッ
ク

ス

40
音

表

」

で

す

。

い
わ

ば

英

語

の

「
か

な

」

で

、

ペ

ー

パ

ー

テ

ス
ト

で

正

誤

の
判

定

が

で
き

る

も

の
で

す

。

音

質

を

問

題

に

し

な

い

の

で
方

言

に
よ

っ
て
書

き

分

け

る

必

要

は

あ

り

ま

せ

ん

。

3

カ

ナ
表

記

は

母
音

を

全

部

書

き

分

け

る

よ

う

に

工
夫

し

ま

し

た

。

ア

ェ
や

オ

ァ
の
よ

う

に

こ

れ

ま

で

に
な

い
表

記

が

あ

り

ま

す

が

、

エ
や

ア
を
外

す

と
普

通

に

行

わ

れ

て

い
る

外

来

語

表

記

に

な

り

ま

す

。

な

お

、

子

音

は

字

と
音

が
直

接

結

び

つ

い
て

い
る

の
で

b

と

v
、

1

と

r
な
ど

の
書

き

分

け

は

し

ま

せ

ん

。

4

カ

ナ

表

記

す

る

と

き

に

、

特

に

切

れ

目

の
あ

る
場

合

を

除

い
て

、
隣

り

合

う

子

音

と

母

音

を

セ

ッ
ト

に

し

て
カ

ナ

に

し

ま

す
。綴

り

字

と

発

音

の
関

係

に

つ

い
て

は

、

小

川

芳

男

『
図

解

英

語

小

発

音

学

』

21
)、

竹

林

滋

『
英

語

の

フ

ォ

ニ

ッ
ク

ス
ー
-綴

り

字

と
発
音

の

ル
ー

ル
』
22
)
な
ど

で

論

じ

ら

れ

て
き

た
所

で

あ

る

。

竹

林

は

、

「
フ

ォ

ニ

ッ
ク

ス

と
は

、
英

米

の
小
学

校

な
ど

で
行

わ

れ

て

い
る

綴

り

字

の
読

み
方

の
指

導

の

こ

と

で
す

。

発

音

記

号

を

知

っ
て

い
る

だ

け

で
は

発

音

の
見

当

は

つ
さ

ま

せ

ん

。
」

と

い

っ
て

、

20

の

ル

ー

ル

一
覧

を

示

し

て

い
る

。

(後

に

力
三
①

一
と

ヵ
巳
o
P
を

例

示

す

る
。
)

従

っ
て

、

三
省

堂

の
考

え

方

は

、

上

級

の
利

用

者

な

ら

、
体

611

感

的

に
英

語

の

繰

り

は
読

め

る
筈

だ

と

い
う

思
考

を

内

包

し

て



英語発音 とカナ表記

子音

1
b

ブ

d

ド ゥ*

g

グ

J

ヂ

v

ブ

z

ズ

zh

ジ

to

ズ

皿
P
プ

t

ト ゥ*

k

ク

ch

チ

f

フ

s

ス

sh

シ

th

ス

皿
h

ホ

1

ル

m

ム**

n

ン

i'

ル

W

ウ

Y

イ

ng

ン ゲ

*語 末 で ド
,ト**b,p,mの 前 で ン

母音

1
a

エ イ

e

イ ー

1

ア イ

0

オ ウ

u

ユ ー

f1

ウ ー

ou

アウ

皿
a

ア ェ

e

工

1

イ

O

オ ァ

u

ア

00

ウ

ou

=u

皿
a

ア ー一

O

オ ー

Ol

オイ

付表r付 き 注=母 音 が続 くと き は[r]を 発 音 す る。()内 は母 音 が続 くと き。

1

ar

エ ア

(エ ー)

er

イ ア

(イ ー)

1C

ア イ ア

(ア イ)

or

=or

ur

ユ ア

(ユ ー)

oor

ウア

our

ア ウア

(ア ウ)

皿
ar

ア ー

er

.-ur

n
it

=ur

or

オ ー

ur

ア ～

our
へ
ur

162
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い
る

と
、
論

者

は
判

断

す

る

。

『
三
省
堂

実

用

英

和
辞

典

』

23
)
も

、

発
音

に
カ

ナ
文

字

を

併

用

し

て

い
る

の

も

、

頷

け

る

と

こ
ろ

で
あ

る

。

因

み

に
、

英

国

で

は

、

同

じ

国

際
音

声

記

号

(
I

P

A

)

で

も

、

日

本

の

簡

略

表

記

(
切

;

餌
鳥

月
窮
蕊

o
「も
ユ
o
昌
)

で

は

な

く

、

異

音

表

記

の
精

密

表

記

(Z
鋤
員
o
≦

↓
罠
塁
o
ユ
℃
二
〇
=
)

を

使

っ
て

、

正
確

な

発

音

を

示

す

こ

と

に
配

慮

さ

れ

て

い
る

。

一
方

、

米

国

の
場

合

は
完

全

に

伝

統

の
ウ

ェ
ブ

ス

タ

ー

式

ま

た

は

そ

の
類

型

が

使

わ

れ

、

ネ

ー

テ

ィ
ヴ

に

と

っ
て

は

不

便

を

感

じ

な

い
。

カ

レ

ッ
ジ

レ
ベ

ル

の
辞

書

で
も

I

P

A

は

使

わ

れ

て

い
な

い
。

三
省

堂

の

一
連

の
辞

書

で

の
英

語

の
繰

り
字

の
考

え

に

一
脈

通

ず

る

も

の

ぐ

ロ

⇒
あ

り

そ
う

で
あ

る

。

日
本

で

比

較

的

見

か

け

ら

れ

る

ウ

ェ
ブ

ス

タ

i
系

の
辞

書

は

、

日
本

語

版

編

集

顧

問

小

川

芳

男

・
縞

集

主

任

斉

藤

治

郎

・
発

音

校

閲

者

竹

林

滋

に

よ

る

『
ウ

ェ
ブ

ス

タ

ー

英

英

和

辞

典

』

24
)
日
本

ブ

リ

タ

ニ
カ

(
1

9

7

2
)

の
み

で

は

あ

る

ま

い
か
。

こ

の
辞

典

も

「
発

音

記

号

表

」

を

に

つ
け

、

関

孫

母

音

・
子

音

を

使

っ
た

単

語

を

各

3
例

程

度

示

す

ウ

ェ
ブ

ス

タ

ー

式

で
あ

る

が

、

一
部

の
発

音

が

難

し

い

と
思

わ

れ

る

語

に

は

、

I

P

A

に

よ

る

発

音

を

添

え

■Rulel■(p.18)

子 音 字 のb,d,f,h,J,k,1,m,n,p,r,s,t,v,w,X,y,zは 規 則 的 な 発 音

を 表 す 。

b:boy,Job

d:day,sad

f:ノ=ive,go】 レρ

h:hail(語 頭 ・語 中)

j:ノet(語 の は じ め)

k:kiss,book

l=large,fee'

m:make,room

n:night,coin

p:dark,ship

r:rice(語 頭 ・語 中)

S:six(語 頭 ・語 中)

t:time,hat

v:very

w:way(語 頭 ・語 中)

x:box(語 末)

y:yes(語 頭 ・語 中)

z:zoo,quiz

■Rule2■(p.20)

次 の 二 重 ま た は 三 重 子 音 字 も規 則 的 に 発 音 さ れ る 。(同 じ発 音 の 子 音 字 が あ れ

ば=の あ と で 示 して あ り ま す)

ch:child,inchqu=kw:queen(語 頭 ・語 中)

ck=k:back(語 末 ・語 中)sh:∫hip ,cash

dg→bridge(語 末)tch=ch:match(語 末 ・語 中)

ng:thin(語 末)th=think
,bath

ph=fphoto,graph
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英語発音 とカナ表記

て

い
る

。

や

は

り

、

日
本

人

に

と

っ
て
は

、

英

単

語

の

ス
ペ

リ

ン
グ

か
ら

発

音

を

考

え

る

の
は

、

少

し

無

理

な

の

か
も

知

れ

な

い

。

㈹

若

林
俊

輔

『ヴ

ィ

ス
タ
英

和

辞

典

』

三
省

堂

25
)

1

9

9

7
年

発

行

の
こ

の
辞

典

(総

1

7

8

8
ペ

ー
ジ

)

は

、

最

新

版

の

「
カ

ナ

発

音

」

辞

典

で
あ

る

。

し

か
も

、

各

単

語

に

つ

い
て

カ

タ
カ

ナ
発

音

を
先

に
示

し

、

「
発

音

記

号
」

に
よ

る

発

音

を

後

に
示

L

て

い
る

。

そ

し

て

、

カ

ナ
発

音

に

つ

い
て

闘
生

徒

の

み

な

さ

ん

へ
」

と

「先

生

が

た

へ
」

と

別

個

の
呼

び

掛

け

を

し

て

い
る
。

そ

の
中

で
注

目

す

べ

き

な

の
は

、

生

徒

向

け

で

は

、

「
…

…

「
カ

ナ

発

音

」

は

、

「発

音

記

号

」

を

使

っ
た

場

合

で

も

同

じ

で

す

が

、

発
音

を
完

全

に
正

し

く

表

す

こ

と
は

で

き

ま

せ

ん

。

発

音

は

、

実

際

の
発

音

を

聞

い
て

、

こ

れ

と
あ

わ

せ

て

「
カ

ナ

発

音

」

を
利

用

す

る

こ

と
を

お

す

す

め
し

ま

す

。」

と
、

I

P

A

が

万

能

で

は

な

い
こ

と
を

明

示

し

て

い
る

こ

と

で

、

こ

れ

は

中

々

い
え

な

い
こ
と
だ

。

一
方

、

教

師

向

け

に
は

「
本

辞

典

で

の

「
カ

ナ

発

音

」

は

、

学

習

者

が

そ

の
ま

ま

読

め
ば

、
英

語

に
か

な

り

近

い
音

が

出

せ

る
よ

う

に
、

表

記

に

く

ふ
う

を

し

ま

し
た

。
」

と
あ

っ
さ

り

説

明

し

て

い
る
。

と
も

あ

れ

、

論

者

は

色

々

な

意

味
・で
本

辞

典

を

高

く
評

価

し
た

い
。

5

最
近
の
論
争
と
今
後
の
展
望

ω
最
近
の
論
争

最

近

、

若

林

俊

輔

教

授

(英

語

教

育
学

、
英

語

授

業

学

、

元

東

京
外

国

語

大

学

、

現

拓

殖

大

学

)

の

『ヴ

ィ

ス

タ
英

語
辞

曲
ハ」

の
カ

ナ

表

記

を

め
ぐ

っ
て

、

島

岡

丘

教

授

(英

語

発

音

表

記

学

会

長

、

元

筑

波

大

学

、

現

茨

城

キ

リ

ス

ト

教

大
学

)

か

ら

若

干

の

論

争

が

仕

掛

け

ら

れ

た

。

(
目
げ
o

団
コ
αq
一ア
7

同
。
。・
}

o
話

ζ
餌
αq
農

ぎ
①
〉
ζ
oq
蕊
忙
O
。。

O
。
{㌧
O
。。
㎜英

語

教
育

」
大
修

館

書

店

)

島

岡

教

授

の
批

判

の
重

点

は

、

氏

が

唱

導

し

て

い
る
鳥

岡

方

式

に
対

し

て
、

若

林

方

式

で

は

血

/

s
、
μ

/

伊
な

ど

の

区

別

が

な

い
こ

と

に
あ

る
よ

う

だ

。
そ

し

て

、
「カ

ナ

表

記

の
価
値

は
、

日
本

語

を

母

語

す

る

英

語
学

習

者

が

母

語

に

な

い
英

語
音

を
ど

う

手

助

け

し

て

出

せ

る

よ

う

に

す

る

か

、

と

い
う

こ

と

と
自

信

が
持

て

る

英

語

の
発

音

を
ど

う

可
能

に
す

る

か

、

と

い
う

こ

と

に
関

係

す

る
」

と
論
ず

る

。

結

局

、

氏

が

進

め
て

き

た

「
近

似

カ

ナ
表

記

」
、

[
最

適

カ

ナ

表

記

」

か

ら

「標

準

的

カ

ナ

表

記

」

へ
の
道

を

推

奨

す

る

の

で

あ

る

。
こ

れ

に
対

し
若

林

教

授

は

、

島

岡
教

授

に
個

別

に
答

え

る

代

わ

り

に
、

「
と

こ
ろ

で
、
島

岡

氏

に
確

か

め
た

い

の
は

、

[
カ

ナ
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発

音

表

記
」

が
英

語

音

を

表

現

で

き

る

、

と
考

え

お

ら

れ

る

の

か

ど

う

か

と

い
う

こ
と

で

あ

る

。

『
ヴ

ィ

ス

タ
英

和

辞

典

』

は

、

そ

の
よ

う

な

考

え

方

は

採

用

し

て

い
な

い
。
」

と
述

べ

て

い
る

。

こ
れ

に
は

、

や

や
問

題

が

あ

り

そ

う

だ

。

若

林

氏

自
身

、

「生

徒

の
み

な

さ

ん

へ
」

の
中

で
、

「発

音

は

、

実

際

の
発
音

を

聞

い
て

、

こ
れ

と
あ

わ

せ

て

「
カ

ナ

発

音

」

を

利

用

す

る

こ

と
を

お

す

す

め
し

ま

す

。
」

(傍

線

は

論

者

)

と

い

っ
て

い
る

と

こ
ろ

だ

。

誰

も

が

、

こ

れ

で

発

音

が

上

達

す

る

の

だ

と
、

論

者

は

考

え

る

。

若

林

氏

は

「
お

わ

り

に
」

で

、

「
基

本

的

な

こ

と
だ

が

、

「
カ

ナ
発

音

表

記

」
は

単

な

る

補

助
手

段

に
す
ぎ

な

い
。
「
発
音

記

号

」

に

つ

い
て
も

同

じ

で
あ

る

。
」

と
自

説

を

強

調

し

て

い
る
。

こ

れ

は

島

岡

方

式

へ
の
間

接

的

な

批

判

な

の
か

も

知

れ

な

い
が

、

次

の

「
私

は

…

…

20
年

以

上

「英

語
音

声

学

」

の
授

業

を

担

当

し

た

の
だ

が

、

「発

音

記

号
」

を

き
ち

ん

と
読

め
る

新

入

生

に
出

会

っ
た

こ
と

が

な

い
。
」

の
く

だ

り

に
は

、
ち

ょ

っ
と
引

っ
掛

か

る
。

同

氏

は

長

年

、

語

学

教

育

研

究

所

等

で
中

高

教

師

や

生

徒

の

指

導

に
当

た

ら

れ

、

現

場

の

実

情

に

最

も

詳

し

い
方

で
あ

る

。

A
フ
日

、

導

入

期

の
英

語

授

業

で
英

語

発

音

の
時

間

が

如

何

に
保

証

さ

れ

て

い
な

い
か
は

、
篤

と
ご

承

知

の
筈

で
あ

る

。
だ

か
ら

、

十

年

の
余

を

か

け

て

『
ヴ

ィ

ス

タ
英

和

辞

典

』

が
創

ら

れ

た

の

で

あ

り

、

ま

た

世
間

で
、

よ

り

実

践

的

で
簡

明

な

英

語

発

音

テ

キ

ス

ト

が
求

め
ら

れ

て

い
る

の

で
は

な

か

ろ
う

か

。

論

者

は

神

奈

川

大

学

で
、

3
年

生

に
ビ

ジ

ネ

ス
英

語

と
英

書

講

読

を

教

え

て

い
る

が

、

学

生

の
英

語

発

音

は

イ

ン
ト

ネ

ー

シ

ョ

ン

を

含

め

て

心
細

い
者

が

大

部

分

だ

が

、

2

年

次

の
短

期

(1

か

月
)

留

学

(英

語

圏

)

経

験

者

は

英

語

発
音

に

つ

い
て

顕

著

な

上

達

を

示

し

て

い
る

(教

師

の

側

で
、

ち

ょ

っ
と

発

音

を

聞
く

と
す

ぐ
分

か

る
)
。

一
方

、

英

語

の

5
文

型

が
分

か

っ
て

な

い
学

生

も

少

な

く

な

い
。

ω
今
後
の
展
望

論

者

が
東

京

外

語

に
あ

っ
て

、

ア

ル
バ

イ

ト

か

ら

就

職

ま

で

お

世

話

頂

い
た

恩

師

・
小

川

芳

男

先

生

(英

語

発

音

学

・
英

語

教

育

法

)

は

、

多

数

の
辞

書

編

纂

に

か

か

わ

ら

れ

、

ま

た

『
ハ

ン
デ

ィ
語

源
英

和

辞

典

』

を

編

ま

れ

て

い
る

。

先

生

に

は

晩

年

ま

で
お

付

さ

合

い
を
頂

き

、
御

著

26
)
か

ら

「英

語

と

日
本

語

の

音

声

的
相

違
」

に

つ

い
て
、

小

著

27
>
に
要

約

引

用

す

る

こ

と
を

お
認

め
頂

い
た

。

(
下
記

)

1
.

日
本

語

の

ア

ク
セ

ン
ト

は
,

嘗
9
げ
零

o
o
三

(音

の
高

低

の

ア

ク
セ

ン
ト

)

で
あ

り
,

共

語

は

。。↓「2
g・
碧

o
o
讐

(音

の
強

弱

の

ア

ク
セ

ン
ト

)

で
あ

る

。

2
.

日
本

語

は

そ
れ

ぞ

れ

の
音

節

(。・
旨

帥
三
〇
)

が

等

間

隔

で

同

じ

長

さ

を

持

ち

、

英

語

の
よ

う

に

ア

ク

セ

ン
ト

の
あ

る
音

節

が
強

く
長

く

発

音

さ

れ

る

こ
と

は

な

い
。

(例

)
高

い
11
た

・
か

・
い
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英

米

人

が

発

音

す

る

と
,

た

い
て

い

「
た

・
か

ー

.
い
」

と
,

「
か
」

を

伸

ば

し

て
強

く

ア
ク

セ

ン
ト
を

つ
け

る
。

3
.

英

語

に
あ

っ
て

日
本

語

に
な

い
も

の
は
,

リ
ズ

ム
,

つ

ま

り

の〇
三
〇
コ
。
o

。・q
窪

。・
で
あ

る

。

こ

の
リ
ズ

ム

の
強

弱

が

上

手

に

で
き

る

と
,

英

語

ら

し

く

聞

こ
え

る

。

専

門

的

な

言

葉

で
言

う

と
,

英

語

は

「強

勢

単

位

の
リ

ズ

ム
」

(。・胃
o
。。
。。
-
瓜
ヨ
①
α
)

で
あ

り
,

日
本

語

は

「綴

り
単

位

の

メ

ロ
デ

ィ
」

ジ
望
一冨
三
〇
-
二
∋
o
ユ
)

で
あ

る
。

4
.

文

章

全

体

の
抑

揚

(イ

ン
ト

ネ

ー

シ

ョ

ン
)

の
相

違

を

比

べ

て

み

る

と
,

日
本

語

は

平

板

で
あ

る
。

一
方
,

英

語

は

強
弱

が

あ

り
,

特

に
文

尾

に
強
勢

が

く

る

の
が
特

徴

で

あ

る

。

英

語

の
場

合

は

ス
ト

レ

ス

(強

弱

)

を

中

心

と

し
た

話

し

方

を

身

に

つ
け

る

必
要

が
あ

る
。

5
.

日
本

語

で

は
,

同

じ

音

で
も

長

音

と

短

音

で
意

味

が

違

う

(オ

バ
サ

ン
と

オ

バ

ー

サ

ン
,

ト

ケ

イ

と

ト

ー

ケ
イ

)
。

す

な

わ

ち
,

音

量

が

意

味

を

決

定

す

る

。

英

語

の
場

合

は
,

意

味

を

決

定

す

る

の
は

音

質

で
,

音

質

が

同

じ

な

ら

音

量

に
よ

っ
て
意

味

は
変

わ

ら

な

い
。

6
.

日
本

語

で

は

「
ン
」

が

ー

つ
の

シ

ラ
ブ

ル
を

形

成

す

る

が
,

英

語

で

は

n
は

子

音

で

あ

り

,

音

節

を

形

状

し

な

い

(
ケ

ン

コ
ー

11

4

シ

ラ
ブ

ル
)
。

日
本

語

で
は

促

音

が

ー

つ
の

シ

ラ
ブ

ル

と
な

っ
て
お

り
,

多

く

の
外

国

人

に

と

っ
て

「
売

っ
た
」

と

「歌

」

の
発
音

の
区
別

は

困

難

で
あ

る

。

髭 イ
・1

C

ウ.u:

・u

・
e¥・ ・

工o:

・

a:Y●0

。 オ

○ ε

鵠A● ＼

aアa.。
、
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つ●

∩
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次

は

、

梶

木

隆

一

『英

語

の
基

礎

』

28
)
に
示

さ

れ

た

、

英

語

と

日
本

語

の
母
音

の
発

音

位

置

の
相

違

を

図

式

化

し

た

も

の

で

あ

る

。
こ

の
図

を

見

る

と

、

英

語

と

日
本

語

の

母
音

の
相

違

が

よ

く

分

か

る

。

論

者

は

、
英

語

発

音

の

上
達

の
た

め

に

、
英

語

と

日

本

語

の
音

声

的

相

違

を

知

る

こ

と

が

大

事

だ

と

主

張

し

た

い
。

関

東

学

院

大

学

の
御

園

和

夫

教

授

は

『英

語
音

声

学

研

究

ー

理

論

と

応

用
ー

』

29
)
の
中

で

、

「
日

本

語

の
国

語

学

の
音

韻

論

で

は

、

ふ

つ
う

、

「音

節
」

と
称

す

る
る

も

の
を

「
モ

ー

ラ
」

と

い

う
単

位

を

用

い
て

い
る

人
も

い
る

。

「
モ
ー

ラ
」

(ヨ
0
8
)

と
は

音

節

の
長

さ

を

測

る

単

位

で

、

ふ

っ
う

、
短

母

音

1

つ
を

含

む

短

音

節

の
長

さ

が

ー

モ
ー

ラ

で
あ

り

、

長

母
音

1

つ
を

含

む

長

音

節

の
長

さ
は

2

モ
ー

ラ

と
な

る

、

と

解

説

し

て

い
る

。

英

日
音

の
長

さ

の
比

較

に

つ

い
は

、
論

者

は

理

論

的

に

右

実

験

的

に

も

説

明

す

る

能

力

を

欠

い
て

い
る

が

、

経

験

的

に

は

一

つ
の
実

践

例

を

持

っ
て

い
る

。

と

い
う

の

は

、

論

者

の
ゼ

ミ

に

所

属

し

て

い
る

中

国

人

留

学

生

に

、

「
あ

な

た

の

日

本

語

は

、

「
ン
」

と

い
う
音

と
長

音

の

「
1
」

を

も

っ
と

の
ば

す

よ

う

に
す

る

と

、
ず

っ
と
良

く

な

り

ま

す

よ
」

と
注

意

し

て

い
た

が
中

々

直

ら

な

か

っ
た

。

と

こ
ろ

が

、

就

職

内

定

先

で
仕

事

を

す

る

よ

う

に
な

っ
て
、

日
本

語

発
音

が

顕
著

に
上

達

し

た

の
で
あ

る

。

若

林

方

式

に
よ

れ

ば

、

こ

れ

は

多

分

、

実

際

の
発

音

を

聞

い

て

そ
し

て
自

ら

使

っ
て

み

て

の
結

果

と
想

定

さ

れ

る

。

東

北

人

の
曖

昧

母
音

の

「
え
」

(論

者

も

そ

の

一
人
だ

が

、
未

だ

に

「
い

い
映

画

を

見

た
」

で

は

託

っ
て
し

ま

う

)

や

「
マ
レ

ー

シ

ア

人

は

同

国

人

が

飛

行

機

の
中

で
英

語

を

話

し

て

い
る

と
、

す

ぐ

分

か

る
」

と

い
う

現

象

(詑

り

は

国

の
手

形

な

ど

の
事

例

)

は

、

自

国

語

の
発
音

と
英

語

の
相

違

を

認

識

す

る

こ

と

が

、

英

語

発

音

の

上

達

に

つ
な

が

る

可

能

性

を

示

唆

し

て

い
る

。
論

者

は

、

「英

語

と

日
本

語

の
音

声

的
相

違

」

に

つ

い
て
、

も

っ
と
注

目

さ

れ

る

べ

き

で
あ

る

と
主

張

し
た

い
。

こ

の
問

題

は

、

同

時

に

、

国

内

外

の

日
本

語

教

授

法

の

み

な

ら

ず

、

非

英

語

母

語

諸

国

で

の
英

語

発

音

の
研

究

に
も

資

す

る

も

の
が

あ

ろ
う

。

お
わ
り
に

本

文

で

は

触

れ

ら

れ

な

か

っ
た

が

、

コ

ン

サ

イ

ス
英

和

の

佐

々
木

達

先

生

は

、
論

者

の
ゼ

ミ

・
卒
論

の
指

導

教

官

で
あ

り

、

斎

藤

秀

三
郎

伝

の
大

村

喜

吉

先

生

は

、

論

者

が

在

学

中

、

語

劇

の
プ

ロ
デ

ュ
ー

サ

ー

と
し

て

、

ご

自

宅

に
寄

付

を

お

願

い
に

伺

っ
た

経

験

が

あ

る

。

考

え

て

み

る

と

、

こ

の
論

文

は

英

語

辞

書

学

の
泰

斗

で
あ

り

、

英

語

辞

典

実

作

者

の
恩

師

達

の
導

き

に

よ

っ
て
、

作

ら

れ

た

よ

う

な

も

の

で

あ

る

。

記

し

て
感

謝

の
意

を

671



英語発音とカナ表記

表

し
た

い
。

英

語

の
カ

タ
カ
ナ
発
音

表
記

の
価
値

に

つ
い
て
は

、
英

語

の

綴

り
字

と

の
関
係

で
、
従

来

以

上

の
評
価

を
す

べ

き
だ

ろ
う

。

ま

た
、
特

に
英
語

初
級
者
あ

る

い
は
上
級
者

そ
れ

ぞ
れ

に
カ
ナ

発
音

の
価

値
が
あ

リ
、

大
学

受
験
者

な

い
し
は
大
学

低
学
年

者

な
ど

の
中

級
者

に
と

っ
て
も
利

便
性

が
高

く
、
記

憶

の
助
け

に

も

な

る
な
ど

、
積

極

的

に
取

り

入
れ

る
価

値

が
あ
り

そ
う

だ
。

論
者

と
し

て
も

、
構

想

中

の
特
殊

英
和

辞

典

の
目
玉

と
し

て

、

カ
ナ
表
記
活

用
に
自
信
を
深

め
る

こ
と
が
出
来
た
。

主

要
参

考

文

献

-

英

語

辞

典

関

係

D

日
外

ア

ソ

シ

ェ
ー

ツ

『辞

書

・
事

典

全

情

報

』

45
/

89

、

紀

伊

国

足
書

店

、

1

9
9

0

。

ω

林

哲

郎

『英

語

辞

書

発

達

史
』

開

文

社

、

1

9
6

8

。

㈹

A
フ
里
智

晃

・
土

家

典

生

『英

語

の
辞

書

と
語

源

』

店

、

1

9

8

4

。

ω

山

岸

勝
営

『英

語
教

育

と
辞

書

』

三
省

堂

、

1

9

9

7
。

皿

英

語

発
音

関

係

ω

小

川
芳

男

・
竹

林

滋

『図

解
英

語

小

発

音

学
』

新

訂

増

補

版

、

有

精

堂

、

1

9

7
9
。

ω

竹

林

滋

『
英

語

の

フ

ォ

ニ

ッ
ク

ス
』

ジ

ャ
パ

ン

タ

イ

ム

ズ

、

1

9

8

1

。

瑠

薗
突

『英
語
発
音
学
序
説
』
和
広
出
版
f

9
9
5
・

柵

㈲

根

間

弘
海

『英

語

の
発
音

と
リ
ズ

ム
』

開

拓

社

、

1

9

9

6
。

注1

)

ζ

。
6
鍵

3
ざ

ζ

一。
匿

。
一.
<
o
。
暮

巳
鷲

ざ

0
4

0
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¢
巳
,

<
o
邑

蔓

写

。
。。
∫

一
〇
〇
ρ

。。
ひ
ー

。。
刈
。

2
)

日
本

英

学

史

学

会

編

『英

学

事

始

』

エ

ン
サ

イ

ク

ロ
ペ

デ

ィ
ア
ブ

リ

タ

ニ
カ

、

1

9

7

6
。

3
)

村

上
英

俊

『
三
語

便

覧

』

達

理
堂

、

1

8

5

4

。

4

)

小

林

亥

一

『
文

久

三

年

御

蔵

島

英

語

単

語

帳

』

小

学

館

、

1
9

9

8
。

5
)

同

上

書

、

1

7
3

ペ

ー
ジ

以

下
参

照

。

6
)

中

浜

博

『私

の
ジ

ョ
ン

万
次

郎

』

小

学

館

、

1

9

9

1

。

7
)

J
.

C
.

ヘ
ボ

ン

『和

英

語

林

集

成

』

1

8

6

7
。

8

)

堀
達

之

助

『英

和

対

訳
袖

珍
辞

書

』

1
8

6

2

。

大
修
館

書

9
)

橋
本
光

憲

『経
済
英
語
英
和
活
用
事
典
』
日
本
経
済
新
聞

土

、

1

9

9

1
㌔

ヘ
ス
オ同

前

『英

和

金

融

用

語

辞

典
』

ジ

ャ
パ

ン
タ

イ

ム
ズ

、

1

9

9

5
。

同

前

『
英

文

ビ

ジ

ネ

ス

レ

タ

i

文

例

大

辞

典

』

日
本

経

済

新

聞

社

、

1

9

9

5
。

同

前

『戦

後

に
お

け

る

実

用

英

語

辞

典

の
発

展
i

ユ
ー

ザ



国際経 営 フ ォー ラムNo.10

ー

と
し

て

制
作

者

と
し

て
ー

』

神
奈

川

大

学

経

営

学

部

「
国

際

経

営

論

集

」

第

10
号

、

1

9

9

£
U

・

9
臼

10
)

斎

藤

秀

三
郎

『熟

語

本

位

英

和

中

辞

典

』

正

則

英

語

学

校

出

版

部

、

1

9

1

5
。

11
)

大

村

喜
吉

『斎

藤

秀

三
郎

伝
』

吾
妻

書

房

、

1

9

6

0
。

12
)

市

川

・
柳

・
飯
島

共

著

『
冨

山
房

大

英

和

辞

典

』

冨

山
房

、

1
9

3

1
。

13
)

岡
倉

由

三
郎

『新

英

和

第

辞

典
』

研

究

社

、

1

9

2

7
。

14
)

小

西

友

七

、

他

『
ラ

ン
ダ

ム

ハ
ウ

ス
英

和

大

辞

典

』

小

学

工
冒
H
、

0

1
⊥

O

」
7
σ

nj

食

15
)

高

梨

健

吉

『英

学

こ

と
は

じ

め
』

角

川
書

店

、

1
9

6

5

。

16
)

高

梨

健

吉

・
大

村
喜

吉

『
日
本

の
英

語

教

育

史

』

大

修

館

書

店

、

1

9

7

5
。

17
)

岩

崎

民

平

『岩
崎

民

平

文

集
』

研
究

社

、

1

9

8

5
。

18
)

竹

林

滋

、

同

上
書

、

4

6

9
1

4

7

0
。

19
)

1

9

20

)

21

)

22
)

荒

牧

鉄

雄

『カ

ナ
発

音

英

和

小

辞

典

』

大

学

書

林

、

8

0
。

三
省

堂

編

修

所

編

『
デ

イ

リ

ー

ニ

ュ
ー

ホ

ニ

ッ
ク

ス
英

和
辞

典

』

三
省

室

、

1

9

9

5
。

小

川

芳

男

『
図

解

英

語

小

発

音

学

』

新

訂

増

補

版

、
有

精

堂

、

1

9

7

9
。

竹

林

滋

『英

語

の

フ

ォ

ニ

ッ
ク

ス
』

ジ

ャ
パ

ン

タ
イ

ム
ズ

、

2423
))

2625
))

 

27
)

2928
))

1

9

8

1
。

三
省

堂

編

修

所

編

『
三
省

堂

実

用
英

和
辞
一典
』
、
1

9
9

4

。

小

川

芳

男

・
斉

藤

次

郎

『
ウ

エ
ブ

ス

タ

ー

英

英

和

辞

典

』

日
本

ブ

リ

タ

ニ
カ

、

1
9

7
2

。

若

林

俊

輔

『
ヴ

ィ

ス
タ
英

和
辞

典

』

三
省

堂

、

1
9

9

7
。

小

川

芳

男

『
英

語

の
教

え

方
』

サ

イ

マ
ル
出

版
会

、

1

9

8

2
。

橋

本

光

憲

『
銀

行

マ
ン

の
英

会

話
撫

日
経

文

庫

、

1

9

8

7
。

梶

本

隆

一

『英

語

の
基

礎
』

旺

文
社

、

1

9

5

7
。

御

園

和

夫

『英

語

音

声

学

研

究
』

和

広

出

版

、

1

9

9

5
。
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